
令和５年３月１０日（金）１４：００～１６：３０（オンライン開催）

市町村管理構想・地域管理構想 講習会

人口減少社会における
土地の利用・管理と地域づくり
～これからの地域の土地の使い方をみんなで考えよう～

■対象 地域づくりや土地の利用・管理にご関心のある方、
都道府県・市町村職員や地域住民の皆さんなどどなたでも参加可能

■実施方法 Zoomウェビナー オンライン配信
※ 当日使用するURLと資料（PDF）は、令和５年３月９日（木）に申し込み時に
ご連絡いただいたメールアドレスにお送りします。

※ 本会のアーカイブ配信はありません。ご了承ください。
■参加費 無料（事前申込制）
■定員 なし
■申込方法 専用フォームから必要事項を入力して送信してください。（裏面参照）

申し込み締め切りは令和５年３月８日（水）です。お早めにお申し込みください。
■問合せ先 国土交通省国土政策局総合計画課国土管理企画室

TEL 03-5253-8359
市町村管理構想・地域管理構想講習会事務局（地域総合計画研究所：丸尾、鷹見、田村）
※申込方法等はこちらにお問い合わせください（平日（祝日を除く）10時～16時まで）
TEL 03-3400-4952 Email kanrikoso@chiikisogo.co.jp

■主催 国土交通省国土政策局総合計画課国土管理企画室

人口減少・高齢化等の進行により、地域コミュニティの活力低下や、管理が行き届かなくなる土地の

増加といった問題を抱えていませんか？土地は個人の問題だから…と放置していると、個人の困りご

とが地域全体の困りごととなり、地域の魅力低下や暮らしづらさにつながりかねません。

国土交通省では、こうした問題の解決を後押しするため、市町村や地域の皆さん自身が、まちづくり・

地域づくりと「土地の利用や管理」を共に考える「国土の管理構想」の普及に取り組んでいます。

本講習会では、その「国土の管理構想」が生まれた背景やその活用の視点をお伝えするとともに、これ

からの地域づくりの中で「土地の利用と管理」を考えることがどう活かせるかを、具体的な事例を通し

てお伝えします。問題の解決に向けた支援についても紹介します。

棚田まなび隊（福岡県うきは市）



■プログラム（予定）

市町村管理構想・地域管理構想 講習会

■講師紹介（講演順）

14:00～ １．開会 遠山 英子
国土交通省大臣官房参事官

14:10～ ２．市町村管理構想・地域管理構想の概要
（質疑５分含む）

滝澤 玲子
国土交通省国土政策局総合計画課
国土管理企画室専門調査官

14:35～ ３．市町村、地域で管理構想を策定することとは
（質疑５分含む）

中出 文平
長岡技術科学大学名誉教授

15:20～ ４．地域管理構想からどう地域づくりを
組み立てていくか （質疑５分含む）

平井 太郎
弘前大学大学院地域社会研究科教授

16:25～ ５．閉会

中出 文平 氏（長岡技術科学大学名誉教授）

長岡技術科学大学助教授、2001年より同教授を経て、2022年4月に同名誉教授。専門分野は都
市計画・土地利用計画。2016年より国土管理専門委員会の委員長として、人口減少下におけ
る持続可能な国土の管理・利用を推進するための施策のあり方について調査し、国土の管理
構想のとりまとめにご尽力いただきました。

平井 太郎 氏（弘前大学大学院地域社会研究科教授）

弘前大学准教授を経て、2021年より現職。専門は社会学(地域づくりにおける合意形成)。
2011年より集落支援員・地域おこし協力隊の全国研修会講師の他、農林水産省新しい農村政
策の在り方に関する検討会委員、総務省地域力創造アドバイザー等。近著に『地域でアク
ションリサーチ』(農文協、2022年)など。現在、兵庫県宝塚市西谷地域の地域管理構想づく
りのアドバイザーとして参画いただいています。

以下のURLかQRコードから専用フォームにアクセスし、必要事項を入力してください。
予約完了後、事務局から確認メールを自動送付します。メールが届かない場合は、迷惑
メール設定等の確認をお願いします。

申し込み期間は令和５年２月17日（金）～ ３月８日（水）です。
みなさまのご参加をお待ちしています。

■申し込み用専用フォーム

https://reserva.be/kanrikoso


